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１ 人口
じんこう

の推移
す い い
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23,309人
22,774人 21,871人 21,384人

119,297人 118,185人 116,642人 114,892人 113,879人

55,255人 56,284人
57,199人 57,779人 58,183人

0人

50,000人

100,000人

150,000人

200,000人

250,000人

平成

３０年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

197,861人 197,243人 196,223人 194,542人 193,446人

27.9％

22,382人

 

    本市
ほ ん し

の住 民
じゅうみん

基本
き ほ ん

台 帳
だいちょう

人口
じんこう

の推
すい

移
い

を見
み

てみると、総人口
そうじんこう

は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

4 

年度
ね ん ど

までに 4,415人の減
げん

（令和
れ い わ

4年
ねん

度
ど

総人口比
そうじんこうひ

の約
やく

2.3％減
げん

）と、年々
ねんねん

減 少
げんしょう

しています。 

    また、年 少
ねんしょう

人口
じんこう

（15歳
さい

未満
み ま ん

）、生産
せいさん

年齢
ねんれい

人口
じんこう

（15歳
さい

～64歳
さい

）及
およ

び高 齢 者
こうねんれいしゃ

人口
じんこう

（65歳
さい

以上）それぞれの年齢
ねんれい

三区分
さんくぶん

別
べつ

の人口
じんこう

推移
す い い

をみると、年 少
ねんしょう

人口
じんこう

及び生産
せいさん

年齢
ねんれい

人口
じんこう

が減 少
げんしょう

している一方
いっぽう

、高 齢 者
こうねんれいしゃ

人口
じんこう

は更
さら

に増
ぞう

加
か

しており、超高齢
ちょうこうれい

社会
しゃかい

と

なっています。 

グラフ 1 年齢
ねんれい

三区分
さ ん く ぶ ん

別
べつ

総人口
そうじんこう

の推移
す い い

（住民
住 民

基本
き ほ ん

台 帳
だいちょう

人口
じんこう

） 各年度
かくねんど

 4 月
つき

 1 日
ひ

現在
げんざい

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

  
 

28.5％ 29.1% 29.7％ 30.1％ 

60.3％ 59.9％ 59.4％ 59.1％ 58.9％ 

11.8％ 11.2％ 11.5％ 11.1％ 11.4％ 
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1,394人

15.5％

1,499人

16.5％

1,522人

16.8％

1,614人

17.7％

1,762人

19.2％

1,506人

16.8％
1,549人

17.1％

1,568人

17.3％

1,599人

17.6％

1,646人

17.9％

6,078人

67.7％

6,033人

66.4％

5,976人

65.9％

5,895人

64.7％

5,792人

63.0％

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

7,000人

8,000人

9,000人

10,000人

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

合計8,978人 合計9,081人 合計9,066人 合計9,108人 合計9,200人
（うち18歳

未満499人）

 
 
 

 

 

 １ 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

  
 

    障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の総数
そうすう

は、横
よこ

ばい傾
けい

向
こう

にありながらも平成
へいせい

30年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

すると

222人
にん

増加
ぞ う か

しています。また、手帳
てちょう

種別
しゅべつ

ごとの傾
けい

向
こう

を見
み

てみると、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は全体
ぜんたい

の 63％を占
し

めていますが、ここ近年
きんねん

は減 少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。一方
いっぽう

、

療 育
りょういく

手帳
てちょう

や精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は増加
ぞ う か

傾向
けいこう

となっています。 

グラフ 2 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

（種別
しゅべつ

） 各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 障
しょう

がい者
し ゃ

の推移
す い い

 

（うち 18 歳 
 未満 492 人） 

（うち 18 歳 
 未満 502 人） 

（うち 18 歳 
 未満 492 人）

（うち 18 歳 
 未満 493 人） 
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363人

6.0％

360人

6.0％
349人

5.8％

343人

5.8％

349人

6.0％

288人

4.7％
280人

4.6％

287人

4.8％

284人

4.8％
276人

4.8％

1,365人

22.5％
1,358人

22.5％
1,346人

22.5％
1,323人

22.5％
1,313人

22.7％

909人

15.0％
922人

15.3％
894人

15.0％
895人

15.2％
877人

15.1％

992人

16.3％
983人

16.3％
964人

16.1％
949人

16.1％
913人

15.8％

2,161人

35.5％
2,130人

35.3％
2,136人

35.8％ 2,10… 2,064人

35.6％

0人

1000人

2000人

3000人

4000人

5000人

6000人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

合計6,078人 合計6,033人

 

 ２ 身体障がい
しんたいしょう

者
しゃ

の状 況
じょうきょう

  
 

    身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

現在
げんざい

で、5,792人
にん

です。平成
へいせい

30年度
ね ん ど

以降
い こ う

は減 少
げんしょう

傾向
けいこう

にあります。また、障がい
しょう

者
しゃ

の等
とう

級 別
きゅうべつ

では、1・2 級
きゅう

の重度者
じゅうどしゃ

の占
し

める割
わり

合
あい

は、50％台
だい

で推移
す い い

しています。障がい
しょう

種類
しゅるい

別
べつ

（次
じ

ページ グラフ４）で

は、構成比
こうせいひ

で肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

が約
やく

50％と 最
もっと

も多
おお

く、次
つぎ

に内部
な い ぶ

障がい
しょう

となっており、

両
りょう

障がい
しょう

で全体
ぜんたい

の 80％ 超
ちょう

となっています。 

 

グラフ 3 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

（ 障
しょう

がい等
とう

級 別
きゅうべつ

）     各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合計 5,976 人 合計 5,792 人 合計 5,895 人 

4 級 5 級 6 級 1 級 2 級 3 級 

（うち 18 歳 
 未満 99 人）

（うち 18 歳 
 未満 102 人） 

（うち 18 歳 
 未満 101 人） 

（うち 18 歳 
 未満 100 人）

（うち 18 歳 
 未満 92 人） 
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1,941人

31.9％

2,031人

35.1％

1,990人

33.3％

2,023人

34.3％

1,967人

32.6％

3,191人

52.5％
2,865人

49.5％

3,038人

50.8％
2,955人

50.1％
3,130人

51.9％

68人

1.1％
66人

1.1％

71人

1.2％
69人

1.2％

70人

1.2％

461人

7.6％
441人

7.6％

458人

7.7％
449人

7.6％

456人

7.5％

417人

6.9％
389人

6.7％

419人

7.0％
399人

6.8％

410人

6.8％

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

合計6,078人

グラフ 4 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

（ 障
しょう

がい種類
しゅるい

別
べつ

） 各年度
かくねんど

 3 月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

合計 5,792 人 合計 5,976 人 合計 5,895 人 合計 6,033 人 
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 ３ 知的
ち て き

障がい
しょう

者
しゃ

の状 況
じょうきょう

  
 

    療 育
りょういく

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、令和
れ い わ

4年度
ねんど

末
まつ

現在
げんざい

で 1,646人
にん

となっており、平成
へいせい

30年度
ねんど

と比
くら

べると 140人
にん

増加
ぞ う か

し、約
やく

1.09倍
ばい

の増加率
ぞうかりつ

となっています。また、等 級
とうきゅう

がＣの 

軽度者
けいどしゃ

が 476人
にん

で、全体
ぜんたい

の 28.9％と 最
もっと

も多
おお

く、増加率
ぞうかりつ

においても、軽度
け い ど

のＣが

1.20 倍
ばい

で最
もっと

も高
たか

くなっています。 

 

グラフ 5 療 育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

 各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

397人

26.4％

416人

26.9％

420人

26.8％

439人

27.5％

476人

28.9％

421人

27.9％

442人

28.5％

453人

28.9％

458人

28.6％

457人

27.8％

340人

22.6％

342人

22.1％

344人

21.9％

348人

21.8％

356人

21.6％

348人

23.1％

349人

22.5％

351人

22.4％

354人

22.1％

357人

21.7％

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

1,646人

1,506人
1,549人 1,568人

1,599人 （うち18歳

（うち18歳
（うち18歳

（うち18歳
（うち18歳

 ○Ａ  
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 ４ 精神
せいしん

障がい
しょう

者
しゃ

の状 況
じょうきょう

  
 

    精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

現在
げんざい

で 1,762人
にん

であり、平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

と比
くら

べると 368人
にん

と大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

しています。これは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、

療 育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

と比較
ひ か く

しても増加率
ぞうかりつ

が一
いち

番
ばん

高
たか

く 1.26倍
ばい

となっています。増加
ぞ う か

要因
よういん

と

しては、うつ 病
びょう

、統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

以外
い が い

の精神
せいしん

疾患
しっかん

と呼
よ

ばれる診断
しんだん

の範囲
は ん い

が広
ひろ

がり

患者数
かんじゃすう

が増加
ぞ う か

してきたこと、手帳
てちょう

の所持
し ょ じ

に対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

が進
すす

んだこと、そして

就 労
しゅうろう

の際
さい

の障がい
しょう

者
しゃ

雇用枠
こようわく

の拡
かく

大
だい

など社会
しゃかい

制度
せ い ど

が整備
せ い び

されてきたことが 考
かんが

えられま

す。 

    また、自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院用
つういんよう

）受給者数
じゅきゅうしゃすう

は、令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

現在
げんざい

で 2,946人
にん

と

なっており、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

と比
くら

べると 443人
にん

増加
ぞ う か

し、ここ数年
すうねん

、手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

とともに高
たか

い増
ぞう

加
か

率
りつ

となっています。 

 

グラフ 6 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の推移
す い い

 各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

422 人

30.3％

442 人

29.5％

445 人

29.2％

487 人

30.2％

547 人

31.1％

853 人

61.2％

922 人

61.5％

944 人

62.0％

990 人

61.3％

1,068 人

60.6％

119 人

8.5％

135 人

9.0％

133 人

8.8％

137 人

8.5％

147 人

8.3％

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

1,800人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

1,394人

1,522人

1,614人

1,762人

（うち18歳

1,499人
（うち18歳

（うち18歳

未満35人）

（うち18歳

未満35人）

（うち18歳
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2,503人 2,615人
2,936人 2,875人 2,946人

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

グラフ 7 自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院用
つういんよう

）受給者数
じゅきゅうしゃすう

の推移
す い い

 各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

     ５ 難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

の状 況
じょうきょう

   
 

    難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

の認定者数
にんていしゃすう

は、令和
れ い わ

 4 年度
ね ん ど

末
まつ

現在
げんざい

で、1,486 人
にん

となっており、平成
へいせい

 30 

年度
ね ん ど

以降
い こ う

、増加
ぞ う か

傾向
けいこう

となっています。 

 

グラフ 8  難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

認定者数
にんていしゃすう

の推移
す い い

   各年度
かくねんど

 3 月
がつ

 31 日
にち

現在
げんざい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,178人 1,218人
1,342人 1,319人 1,326人

164人
169人

181人
146人 160人

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

1,342人 1,387人 1,523人 1,465人 1,486人

 特定疾患  小児慢性特定疾患 
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※ 各法令
かくほうれい

から抜粋
ばっすい

しておりますので、この章 中
しょうちゅう

の「障害
しょうがい

」は漢字
か ん じ

表記
ひょうき

とさせていただきます。 

（１）障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の改正
かいせい

 

   「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」の改正
かいせい

(障害者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総合的
そうごうてき

に

支援
し え ん

するための法律
ほうりつ

等
とう

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

)が、令和
れ い わ

4年
ねん

12月
がつ

16日
にち

に公布
こ う ふ

され、

令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

1日
にち

に施行
し こ う

されます。（ただし、「改正
かいせい

の概要
がいよう

」の 2及
およ

び 5 の一部
い ち ぶ

は

公布
こ う ふ

後
ご

3年
ねん

以内
い な い

の政
せい

令
れい

で定
さだ

める日
ひ

、3及
およ

び 5、6 の一部
い ち ぶ

は令和
れ い わ

5年
ねん

4月
がつ

1日
にち

、4 の一部
い ち ぶ

は令和
れ い わ

5年
ねん

10月
がつ

1日
にち

施行
し こ う

） 

改正
かいせい

の趣旨
し ゅ し

 

障害者
しょうがいしゃ

や難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

が地域
ち い き

や職場
しょくば

で生
い

きがい・役
やく

割
わり

を持
も

ち、

医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、雇用
こ よ う

等
とう

の各分野
かくぶんや

の支援
し え ん

を受
う

けながら、その人
ひと

らしく

安
あん

心
しん

して暮
く

らすことができる体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

を目
め

指
ざ

す。このため、本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

に応
おう

じて、施設
し せ つ

や病 院
びょういん

からの地域
ち い き

移行
い こ う

、その人
ひと

らしい

居宅
きょたく

生活
せいかつ

に向
む

けた支
し

援
えん

の 充
じゅう

実
じつ

、福祉
ふ く し

や雇用
こ よ う

が連携
れんけい

した支援
し え ん

、

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

の質
しつ

の向 上
こうじょう

、調査
ちょうさ

・研 究
けんきゅう

の強化
きょうか

やサービス等
とう

の質
しつ

の

確保
か く ほ

・向 上
こうじょう

のためのデータベースの整備
せ い び

等
とう

を推進
すいしん

する。 

３ 障がい
しょう

者
し ゃ

関係
かんけい

改正
かいせい

法令
ほうれい

等
とう
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（２）精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

 

   障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

の施行
し こ う

に 伴
ともな

い、精神
せいしん

保健
ほ け ん

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関する
か ん す る

法律
ほうりつ

等
とう

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

が、令和
れ い わ

4年
ねん

12月
がつ

16

日
にち

に公布
こ う ふ

され、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

1日
にち

（一部
い ち ぶ

は公布
こ う ふ

の日
ひ

、令和
れ い わ

5年
ねん

4月
がつ

1日
にち

等
とう

）に施行
し こ う

されま

す。 

改正
かいせい

の概要
がいよう

 

１．障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

２．障害者
しょうがいしゃ

の多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズに対
たい

する支
し

援
えん

及
およ

び 障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

の

質
しつ

の向上
こうじょう

の推進
すいしん

 

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の希望
き ぼ う

やニーズに応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

４．難病
なんびょう

患者
かんじゃ

及
およ

び小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾病
しっぺい

児童
じ ど う

等
とう

に対
たい

する適
てき

切
せつ

な医療
いりょう

の

充実
じゅうじつ

及
およ

び療養
りょうよう

生活
せいかつ

支援
し え ん

の強化
きょうか

 

５．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

、指定
し て い

難病
なんびょう

及
およ

び小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾病
しっぺい

につ

いてのデータベースに関
かん

する規
き

定
てい

の整
せい

備
び

 

６．その他
た

  

改正
かいせい

の趣旨
し ゅ し

 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふくしほう

が 障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の基本的
きほんてき

な理念
り ね ん

に 則
のっと

り、

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

を図
はか

るものであることを明確
めいかく

にするとと

もに、地域
ち い き

生活
せいかつ

の支援
し え ん

の強化
きょうか

等
とう

により精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の希望
き ぼ う

やニー

ズに応
おう

じた支
し

援
えん

体
たい

制
せい

を整備
せ い び

する。 
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（３）児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

 

 「児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

」の改正
かいせい

(児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

)が、令和
れ い わ

4年
ねん

12月
がつ

16日
にち

 

に公布
こ う ふ

され、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

1日
にち

に施行
し こ う

されます。 

改正
かいせい

の趣旨
し ゅ し

 

児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

の相談
そうだん

対応
たいおう

件数
けんすう

の増加
ぞ う か

など、子
こ

育
そだ

てに困難
こんなん

を抱
かか

え

る世
せ

帯
たい

がこれまで以上
いじょう

に顕在化
けんざいか

してきている 状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

ま

え、子
こ

育
そだ

て世帯
せ た い

に対
たい

する包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

のための体制
たいせい

強化
きょうか

等
とう

を

行
おこな

う。 

改正
かいせい

の概要
がいよう

 

１．精神
せいしん

保健
ほ け ん

に関
かん

する相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の整備
せ い び

 

・都道府県
と ど う ふ け ん

及
およ

び市
し

町
ちょう

村
そん

が実施
じ っ し

する精神
せいしん

保健
ほ け ん

に関
かん

する相
そう

談
だん

支援
し え ん

について、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

のほか精神
せいしん

保健
ほ け ん

に課題
か だ い

を抱
かか

える者
もの

も

対象
たいしょう

にできるようにするとともに、これらの者
もの

の心身
しんしん

の

状態
じょうたい

に応
おう

じた適
てき

切
せつ

な支援
し え ん

の包括的
ほうかつてき

な確保
か く ほ

を旨
むね

とすることを

明確化
めいかくか

する。 

２．医療
いりょう

保護
ほ ご

入院
にゅういん

の見
み

直
なお

し 

   ・医療
いりょう

保護
ほ ご

入院
にゅういん

の入院
にゅういん

期間
き か ん

、入院
にゅういん

の期間
き か ん

の更新
こうしん

等
とう

 

   ・医療
いりょう

保護
ほ ご

入
にゅう

院
いん

者
しゃ

等
とう

への退院
たいいん

促進
そくしん

措置
そ ち

 

３．入院者
にゅういんしゃ

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の創設
そうせつ

 

   ・入院者
にゅういんしゃ

のうち、家族
か ぞ く

等
とう

がいない市町
しちょう

村長
そんちょう

同意
ど う い

による医療
いりょう

保護
ほ ご

入院者
にゅういんしゃ

等
とう

を中心
ちゅうしん

として、面会
めんかい

交流
こうりゅう

の機会
き か い

が少
すく

ない等
とう

の

理由
り ゆ う

により、第三者
だいさんしゃ

による支援
し え ん

が必要
ひつよう

と 考
かんが

えられる者
もの

に対
たい

し

て、希
き

望
ぼう

に応
おう

じて、傾聴
けいちょう

や生活
せいかつ

に関
かん

する相談
そうだん

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を役割
やくわり

とした訪問
ほうもん

支援員
しえんいん

を派遣
は け ん

する。 

４．虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に向
む

けた取
とり

組
くみ

の一層
いっそう

の推進
すいしん

 

   ・精神科
せいしんか

病院
びょういん

における精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

措置
そ ち

 

   ・精神科
せいしんか

病院
びょういん

における虐待
ぎゃくたい

通報
つうほう

の周知
しゅうち

及
およ

び相
そう

談
だん

体制
たいせい

の整備
せ い び
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障
しょう

害
がい

児
じ

等
とう

に 関
かん

する改
かい

正
せい

の概
がい

要
よう

 

１．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターが地域
ち い き

における障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

の

中核的
ちゅうかくてき

役割
やくわり

を担
にな

うことの明確化
めいかくか

や、障害
しょうがい

種別
しゅべつ

にかかわらず

障害児
しょうがいじ

を支援
し え ん

できるよう児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の類型
るいけい

（福祉型
ふくしがた

、

医療型
いりょうがた

）の一元化
いちげんか

を行
おこな

う。 

２．障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の入所
にゅうしょ

児童
じ ど う

等
とう

が地域
ち い き

生活
せいかつ

等
とう

へ移行
い こ う

する際
さい

の調整
ちょうせい

の責任
せきにん

主体
しゅたい

を明確化
めいかくか

するとともに、22歳
さい

までの入所
にゅうしょ

継続
けいぞく

を可能
か の う

とする。 

 

 

（４）障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進法
そくしんほう

の改正
かいせい

 

「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」が、令和
れ い わ

4年
ねん

12月
がつ

16日
にち

に公布
こ う ふ

され、令和
れ い わ

5年
ねん

4月
がつ

1日
にち

以降
い こ う

に順次
じゅんじ

施行
し こ う

されています。今回
こんかい

の改正
かいせい

では、

事業
じぎょう

主
ぬし

の責務
せ き む

として障害者
しょうがいしゃ

の 職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の開発
かいはつ

及び
お よ び

向上
こうじょう

が含
ふく

まれることの明確化
めいかくか

、

週所定時間
しゅうしょていじかん

10時間以上
じかんいじょう

20時間
じ か ん

未満
み ま ん

で 働
はたら

く重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

や精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の実
じつ

雇用率
こようりつ

へ

の算定
さんてい

による障害者
しょうがいしゃ

の多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズを踏
ふ

まえた 働
はたら

き方
かた

の推進
すいしん

、企業
きぎょう

が実施
じ っ し

す

る職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や能力
のうりょく

開発
かいはつ

のための措置
そ ち

等
とう

への助成
じょせい

による障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

の質
しつ

の

向上
こうじょう

などが盛
も

り込
こ

まれています。 

改正
かいせい

の概要
がいよう

 

１．事業
じぎょう

主
ぬし

の責務
せ き む

として障害者
しょうがいしゃ

の 職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の開
かい

発
はつ

及
およ

び向
こう

上
じょう

が含
ふく

まれることの明確化
めいかくか

 

２．週所定時間
しゅうしょていじかん

10時間以上
じかんいじょう

20時間
じ か ん

未満
み ま ん

で 働
はたら

く重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

や精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の実
じつ

雇用率
こようりつ

への算定
さんてい

による障害者
しょうがいしゃ

の多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズを

踏
ふ

まえた働
はたら

き方
かた

の推進
すいしん

 

３．企業
きぎょう

が実施
じ っ し

する職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や能力
のうりょく

開発
かいはつ

のための措置
そ ち

等
とう

への

助成
じょせい

による障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

の質
しつ

の向上
こうじょう
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（５）障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

  

「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

（障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」の改正
かいせい

は、令和
れ い わ

3年
ねん

6月
がつ

4日
にち

に公布
こ う ふ

され、令和
れ い わ

6年
ねん

4月
がつ

1日
にち

に施行
し こ う

されます。 

 

 

 

 

 

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

第
だい

６ 条
じょう

の規定
き て い

に基
もと

づき、政府
せ い ふ

は、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の

解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施
し

策
さく

を総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

に実施
じ っ し

するため、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
き ほ ん

方針
ほうしん

を定
さだ

め、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

に 伴
ともな

い、

令和
れ い わ

5年
ねん

3月
がつ

14日
にち

に基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の改定
かいてい

も行
おこな

われました。 

改正
かいせい

の趣旨
し ゅ し

 

  事
じ

業者
ぎょうしゃ

による合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

を義
ぎ

務
む

付
づ

けるとともに、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

相互間
そうごかん

の連携
れんけい

の強化
きょうか

を図
はか

るほか、相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や事例
じ れ い

の

収 集
しゅうしゅう

・提供
ていきょう

の確保
か く ほ

など障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するため

の支援
し え ん

措置
そ ち

を強化
きょうか

する措置
そ ち

を講
こう

ずることを内容
ないよう

とする。 
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基本方針に定

められている

事項 

１．障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施
し

策
さく

に関
かん

する

基
き

本
ほん

的
てき

な方向
ほうこう

 

２．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

が講
こう

ずべき障害を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を

解消
かいしょう

するための措置
そ ち

に関
かん

する共通的
きょうつうてき

な事項
じ こ う

 

 ・法
ほう

の対象
たいしょう

範囲
は ん い

 

 ・不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取
とり

扱
あつか

い 

 ・合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

３．行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

が講
こう

ずべき障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するた

めの措置
そ ち

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

 

 ・行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

の職員
しょくいん

による取組
とりくみ

を図
はか

るため、対応
たいおう

要領
ようりょう

の策定
さくてい

（地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

は努力
どりょく

義務
ぎ む

） 

４．事
じ

業者
ぎょうしゃ

が講
こう

ずべき障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するための

措置
そ ち

に関
かん

する基
き

本的
ほんてき

な事項
じ こ う

 

５．国
くに

及
およ

び地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

による障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

す

るための支援
し え ん

措置
そ ち

の実施
じ っ し

に関
かん

する基
き

本的
ほんてき

な事項
じ こ う

 

・相談
そうだん

等
とう

の体制
たいせい

整備
せ い び

 

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

 

・情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

、整理
せ い り

、提供
ていきょう

 

・地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

 

６．その他
た

障
しょう

害
がい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施策
し さ く

に

関
かん

する重要
じゅうよう

事項
じ こ う
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  （６）災害
さいがい

対策
たいさく

基本法
きほんほう

の改正
かいせい

 

「災害
さいがい

対策
たいさく

基本法
きほんほう

等
とう

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」が、令和
れ い わ

3年
ねん

5月
がつ

20日
にち

に施行
し こ う

されたこと

を受
う

け、市町村
しちょうそん

が事務
じ む

を 行
おこな

う際
さい

の参考
さんこう

としている国
くに

作成
さくせい

の「福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の確保
か く ほ

・運営
うんえい

ガイドライン」が改定
かいてい

されました。 

改正
かいせい

の趣旨
し ゅ し

 
 指定

し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の指定
し て い

を促進
そくしん

するとともに、事前
じ ぜ ん

に受入
うけいれ

対象者
たいしょうしゃ

を調整
ちょうせい

して、人的
じんてき

物的
ぶってき

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

ることで、災害
さいがい

時
じ

の直接
ちょくせつ

避難
ひ な ん

を促進
そくしん

し、要配慮者
ようはいりょしゃ

の支援
し え ん

を強化
きょうか

する。 

主
おも

な改正
かいせい

内容
ないよう

 

１．指定
し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の指定
し て い

及
およ

びその受入
うけいれ

対象者
たいしょうしゃ

の公示
こ う じ

 

・指定
し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

を指定
し て い

一般
いっぱん

避難所
ひなんじょ

と別
わ

けて指定
し て い

し、公示
こ う じ

す

る。 

・指定
し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の受入
うけいれ

対象者
たいしょうしゃ

を特定
とくてい

し、特定
とくてい

された要避難者
ようひなんしゃ

やその家族
か ぞ く

のみが避難
ひ な ん

する施設
し せ つ

であることを指定
し て い

の際
さい

に告示
こ く じ

で

きる制度
せ い ど

を創設
そうせつ

 

２．指定
し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

への直接
ちょくせつ

避難
ひ な ん

の促進
そくしん

 

・地区
ち く

防災
ぼうさい

計画
けいかく

や個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

等
とう

の作成
さくせい

プロセス等
とう

を通
つう

じて、

要配慮者
ようはいりょしゃ

の意向
い こ う

や地域
ち い き

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえつつ、事前
じ ぜ ん

に指定
し て い

福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

ごとに受入
うけいれ

対象者
たいしょうしゃ

の調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

う。 

３．避難所
ひなんじょ

の感染症
かんせんしょう

・熱 中 症
ねっちゅうしょう

・衛生
えいせい

環境
かんきょう

対策
たいさく

 

・感染症
かんせんしょう

や熱 中 症
ねっちゅうしょう

対策
たいさく

について、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

の助言
じょげん

 

を得
え

つつ、避難所
ひなんじょ

の計画
けいかく

、検討
けんとう

を行
おこな

う。 

・マスク、消毒
しょうどく

液
えき

、体温計
たいおんけい

、（段
だん

ボール）ベッド、パーティシ

ョン等
とう

、衛生
えいせい

環境
かんきょう

対策
たいさく

として必要
ひつよう

な物資
ぶ っ し

の備蓄
び ち く

を図
はか

る。 

・一般
いっぱん

避難所
ひなんじょ

においても要配慮者
ようはいりょしゃ

スペースの確保
か く ほ

等
とう

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

う。 
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（７）医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

支
し

援
えん

法
ほう

の施行
し こ う

 

「医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

支
し

援
えん

法
ほう

（医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」が、令和
れ い わ

3年
ねん

9月
がつ

18日
にち

に施行
し こ う

されました。 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 

１．医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

・社会
しゃかい

生活
せいかつ

を社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で支援
し え ん

 

２．個々
こ こ

の医 療 的
いりょうてきりょう

ケア児
じ

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じ、切
き

れ目
め

なく行
おこな

わ

れる支
し

援
えん

 

３．医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

でなくなった後
あと

にも配慮
はいりょ

した支援
し え ん

 

４．医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

と保護者
ほ ご し ゃ

の意思
い し

を最大限
さいだいげん

に尊重
そんちょう

した施策
し さ く

 

５．居住
きょじゅう

地域
ち い き

にかかわらず等
ひと

しく適
てき

切
せつ

な支援
し え ん

を受
う

けられる施
しさく

策
さく

 

主
おも

な改正
かいせい

内容
ないよう

 

１．国
くに

・地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

による措置
そ ち

 

・医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

が在籍
ざいせき

する保育所
ほいくじょ

、学校
がっこう

等
とう

に対
たい

する支
し

援
えん

 

・医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

及
およ

び家
か

族
ぞく

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

における支援
し え ん

 

・相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

・情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の促進
そくしん

 

・広報
こうほう

啓発
けいはつ

 

・支援
し え ん

を行
おこな

う人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

・研究
けんきゅう

開発
かいはつ

の推進
すいしん

 

２．保育所
ほいくじょ

の設置者
せっちしゃ

、学校
がっこう

の設置者
せっちしゃ

等
とう

による措置
そ ち

 

・保育所
ほいくじょ

における医療的
いりょうてき

ケアその他
た

の支援
し え ん

 

・学校
がっこう

における医療的
いりょうてき

ケアその他
た

の支援
し え ん

 

３．医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

センター 

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
か ぞ く

の相談
そうだん

に応
おう

じ、又
また

は情報
じょうほう

の

提供
ていきょう

若
も

しくは助
じょ

言
げん

その他
た

の支援
し え ん

を行
おこな

う。 

・医療
いりょう

、保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

等
とう

に関
かん

する 業
ぎょう

務
む

を 行
おこな

う

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

等
とう

への情報
じょうほう

の提供
ていきょう

及
およ

び研修
けんしゅう

を行
おこな

う。 
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（８）障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取
しゅ

得
とく

及
およ

び利
り

用
よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かかわ

る施策
し さ く

の推進
すいしん

に関
かん

 

する法律
ほうりつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取
しゅ

得
とく

及
およ

び利
り

用
よう

並
なら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かかわ

る施
し

策
さく

の推進
すいしん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ・コミュニケーション施策
し さ く

推進法
すいしんほう

）」が、令和
れ い わ

4年
ねん

5

月
がつ

25日
にち

に施行
し こ う

されました。 

目的
もくてき

 

 この法律
ほうりつ

は、全
すべ

ての障害者
しょうがいしゃ

が、社会
しゃかい

を構成
こうせい

する一員
いちいん

として、

あらゆる分野
ぶ ん や

の活動
かつどう

に参加
さ ん か

するためには、情報
じょうほう

の十分
じゅうぶん

な取
しゅ

 

得
とく

、利用
り よ う

、円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そ つ う

が極
きわ

めて 重
じゅう

要
よう

であることに 鑑
かんが

み、

障害者
しょうがいしゃ

による 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

、利用
り よ う

、意思
い し

疎通
そ つ う

に 係
かかわ

る施策
し さ く

を

総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

し、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に資
し

することを目的
もくてき

とする。 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 

障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取得
しゅとく

、利用
り よ う

、意思
い し

疎通
そ つ う

に 係
かかわ

る施
し

策
さく

の

推進
すいしん

に当
あ

たり旨
むね

とする事項
じ こ う

 

１．障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
て い ど

に応
おう

じた手
しゅ

段
だん

を選択
せんたく

できるようにする。 

２．日常
にちじょう

生活
せいかつ

・社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

んでいる地域
ち い き

にかかわらず等
ひと

し

く情
じょう

報
ほう

取得
しゅとく

等
とう

ができるようにする。 

３．障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と同一
どういつ

内容
ないよう

の情報
じょうほう

を同一
どういつ

時点
じ て ん

において

取得
しゅとく

できるようにする。 

４．高度
こ う ど

情報
じょうほう

通信
つうしん

ネットワーク利用
り よ う

・情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

を

通
つう

じて行
おこな

う（デジタル社会
しゃかい

）。 
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国
くに

・ 地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せ き む

 

１．国
くに

は、障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取得
しゅとく

、利用
り よ う

、意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かかわ

る

施
し

策
さく

を総合的
そうごうてき

に策定
さくてい

し、実施
じ っ し

する責務
せ き む

を有
ゆう

する。 

２．地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、その地域
ち い き

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえ、障害者
しょうがいしゃ

によ

る情報
じょうほう

の取得
しゅとく

、利用
り よ う

、意思
い し

疎通
そ つ う

に 係
かかわ

る施
し

策
さく

を策定
さくてい

し、実施
じ っ し

する責務
せ き む

を有
ゆう

する。 

３．国
くに

及
およ

び地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

は、障害者
しょうがいしゃ

による 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

、

利用
り よ う

、意思
い し

疎通
そ つ う

に 係
かかわ

る施策
し さ く

が障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

による情報
じょうほう

の

十分
じゅうぶん

な取得
しゅとく

、利用
り よ う

、円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そ つ う

にも資
し

するものであるこ

とを認識
にんしき

しつつ、当該
とうがい

施策
し さ く

を策定
さくてい

し、実施
じ っ し

するものとする。 

基本的
きほんてき

施策
し さ く

 

１．障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

に資
し

する機
き

器
き

等
とう

の開発
かいはつ

・普及
ふきゅう

及
およ

び利用
り よ う

方法
ほうほう

の習得
しゅうとく

のための施策
し さ く

 

２．防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

情報
じょうほう

の習
しゅう

得
とく

及び
お よ び

緊急
きんきゅう

の通報
つうほう

を行
おこ

なえるように

するための施策
し さ く

 

３．障害者
しょうがいしゃ

が自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

・社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むために必要
ひつよう

な分
ぶん

野
や

に係
かかわ

る施
し

策
さく

 

４．障害者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

や障害者
しょうがいしゃ

へ情報
じょうほう

提供
ていきょう

する際
さい

の障害
しょうがい

の

種別
しゅべつ

や程度
て い ど

に応
おう

じた配 慮
はいりょりょ

 

５．国民
こくみん

の関心
かんしん

・理解
り か い

の増進
ぞうしん

を図
はか

るための広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

 

６．調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

の推
すい

進
しん

等
とう

 

 

  



 

                      第
だい

２ 章
しょう

 障がい
しょう

者
しゃ

の現 状
げんじょう

と現行
げんこう

の法制度
ほうせいど

  

26 
 

（９）熊谷市
くまがやし

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

条例
じょうれい

 

「熊谷市
くまがやし

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

条 例
じょうれい

」は、「ともに生
い

き、ともに暮
く

らせるまちづくり」を進
すす

める

本市
ほ ん し

において、手話
し ゅ わ

は言語
げ ん ご

であるとの認識
にんしき

に立
た

ち、ろう者
しゃ

への理解
り か い

を深
ふか

め、誰
だれ

もが相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊 重
そんちょう

し、支
ささ

えあい、地域
ち い き

で安心
あんしん

して幸せに暮
く

らすことができる共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

し、平成
へいせい

29年
ねん

4月
がつ

1日
にち

に施行
し こ う

されています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 題名
だいめい

「ブラックボンドアート」 

基本理念 
 手話

し ゅ わ

の普及
ふきゅう

の促進
そくしん

は、ろう者
しゃ

及
およ

びろう者
しゃ

以外
い が い

の者
もの

が、相互
そ う ご

に人
じん

格
かく

及
およ

び個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

し
し

合
あ

いながら 共
きょう

生
せい

し、ろう者
しゃ

の意思
い し

疎通
そ つ う

を 行
おこな

う権
けん

利
り

を尊 重
そんちょう

することを基本
き ほ ん

とする。 

市の責務、役

割等 

【責務
せ き む

】 市民
し み ん

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の手話
し ゅ わ

への理解
り か い

を深
ふか

め、手
しゅ

話
わ

を利用
り よ う

しや

すい環 境
かんきょう

にするための施策
し さ く

の推進
すいしん

 

【県
けん

との連携
れんけい

・ 協 力
きょうりょく

】 

【
（

方針
ほうしん

の策定
さくてい

】
）

 

１．手話
し ゅ わ

への理解
り か い

及び
お よ び

手話
し ゅ わ

の普及
ふきゅう

の促進
そくしん

 

 ２．手話
し ゅ わ

による情 報
じょうほう

の発信
はっしん

及
およ

び取
しゅ

得
とく

 

 ３．手話
し ゅ わ

による意思
い し

疎通
そ つ う

の支援
し え ん

 

【手話
し ゅ わ

を学
まな

ぶ機会
き か い

の確保
か く ほ

】 ろう者
しゃ

、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

その他
た

手話
し ゅ わ

を使用
し よ う

す

ることができる者
もの

と 協 力
きょうりょく

して、市民
し み ん

が手話
し ゅ わ

を学
まな

ぶ機会
き か い

の確保
か く ほ

を図
はか

るものとする。 


